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｢

望
洋
荘｣

開
設
三
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
皆
様
か
ら
の
ご
支
援
、
ご
指
導
に 

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

「
望
洋
荘
」
開
設
三
年
目
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て 

 
 
 
 

社
会
福
祉
法
人
り
ん
さ
く
福
祉
会 

理
事
長 

 

須
田 

 

滉 
 

「生
活
を
支
え
る
介
護
・人
間
ら
し
く
生
き
る
」の
時
代
に
対
応
す
べ
く
介
護
老
人
福
祉
施
設
を
、
平
成
十

五
年
十
二
月
一
日
に
開
設
し
て
か
ら
、
早
く
も
三
年
目
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
の
間
に
お
け

る
多
く
の
皆
様
の
ご
協
力
に
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。  

「望
洋
荘
」で
は
、
入
所
者
様
の
綴
っ
て
こ
ら
れ
た
人
生
の
歴
史
を
何
よ
り
も
大
切
に
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ

し
て
、
お
一
人
お
ひ
と
り
が
、
そ
の
人
ら
し
い
毎
日
を
よ
り
一
層
お
過
ご
し
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、
心
を
こ

め
て
サ
ポ
ー
ト
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
つ
も
り
で
す
。
こ
の
施
設
開
設
か
ら
の
二
年
の
間
に
、
多
く
の
見
事
な
歳

月
を
重
ね
て
こ
ら
れ
た
入
所
者
と
職
員
の
間
に
は
、
幼
い
頃
の
記
憶
、
大
切
な
方
と
の
こ
と
、
ご
趣
味
と
の

出
会
い
、
そ
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
出
が
彩
ら
れ
た
か
け
が
い
の
な
い
人
生
の
語
り
合
い
、
又
、
伝
承
が
あ
っ

た
事
と
思
い
ま
す
。 

 

こ
の
「望
洋
荘
便
り
」も
施
設
内
外
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
一
翼
を
担
え
れ
ば
と
の
思
い
で
発
刊
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
こ
の
一
年
間
の
私
の
巻
頭
言
の
タ
イ
ト
ル
を
次
に
列
挙
い
た
し
ま
す
が
、
そ
の
中
か
ら
も
私

共
職
員
の
理
念
を
些
か
な
り
と
も
感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
誠
に
幸
い
で
す
。 

  

（第
十
三
号
） ｢

望
洋
荘｣

開
設
一
周
年
に
あ
た
っ
て 

 

（第
十
四
号
） 

良
寛
禅
師
に
学
ぶ 

 

（第
十
五
号
） 

老
い
ゆ
え
の
美
し
さ 

 

 

（第
十
六
号
） 

「南
禅
寺
。
忘
れ
ら
れ
た
恩
の
話
よ
り
」 

を
読
ん
で 

 

（第
十
七
号
） 

医
療
、
介
護
（福
祉
活
動
）の
安
全
確
保 

に
つ
い
て 

 

（第
十
八
号
） 

望
洋
荘
で
の
「百
歳
バ
ン
ザ
イ
」 

 

（第
十
九
号
） 

介
護
保
険
制
度
の
改
正
に
む
か
っ
て 

 

（第
二
〇
号
） 

夫
婦
漫
才
（め
お
と
ま
ん
ざ
い
） 

 

（第
二
一
号
） 

笑
い
の
力 

笑
い
声
は
泣
き
声
よ
り
遠
く
ま
で
と
ど
く 

 

（第
二
二
号
） 

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム 

ご
存
知
で
す
か
？ 

 

（第
二
三
号
） 

バ
リ
カ
ン
の
思
い
出 

 

（第
二
四
号
） 

機
能
低
下
を
素
直
に
受
容
す
る
に
は
… 

 

科
学
技
術
も
含
め
、
医
学
も
同
様
に
予
防
・治
療
方
法
等

が
大
き
く
進
歩
し
、
生
活
水
準
も
飛
躍
的
に
向
上
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
高
齢
化
も
急
速
に
進
み
、
多
く
の
人
た
ち
が
長

寿
を
楽
し
め
る
様
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
お
手
伝
い
を
す
べ
く
、

こ
の
二
年
間
職
員
と
共
に
努
力
を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

こ
の
二
年
間
の
入
所
者
の
方
々
の
動
向
は
下
表
の
如
く
で

あ
り
ま
す
。
な
か
に
は
体
調
を
崩
さ
れ
て
病
院
に
入
院
し
、

ま
た
は
当
施
設
で
天
寿
を
ま
っ
と
う
さ
れ
た
方
も
あ
り
ま
し

た
。
自
宅
へ戻
ら
れ
た
方
も
あ
り
ま
す
。 

 

そ
ん
な
中
で
、
一
番
嬉
し
か
っ
た
事
は
今
年
の
五
月
に
百
歳

を
迎
え
ら
れ
、
家
族
、
入
所
者
、
職
員
の
皆
様
に
囲
ま
れ
て

「百
歳
バ
ン
ザ
イ
」の
祝
賀
会
を
主
催
で
き
た
こ
と
で
し
た
。
来

年
は
お
二
方
が
百
歳
を
迎
え
ら
れ
ま
す
。
今
か
ら
楽
し
み
で

す
。 職

員
に
対
し
て
の
研
修
、
教
育
等
々
、
ま
だ
ま
だ
不
充
分

で
は
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
今
後
と
も
多
く
の
方
々
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
、
地
域
の
皆
様
の
御
支
援
、
家
族
の
御
協
力
を

得
な
が
ら
、
新
し
い
年
を
迎
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
何
卒
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

                                

第 ２ ５ 号 

平成 1７年 

１２月発行 
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十
二
月
六
日
（火
）昨
年
に
引
続
き
、
豊
間
保
育
園
の
元
気
な
園
児
三
九
名
が
来
荘
し
て
、
と
っ

て
も
可
愛
い
お
遊
戯
を
披
露
し
て
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
入
居
者
全
員
へ
心
の
こ
も
っ
た
折
り
紙
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
頂
き
ま
し
た
。 

 

入
居
者
様
は
も
ち
ろ
ん
の
事
職
員
も
目
を
細
め
て
、
笑
み
を
浮
か
べ
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
幼
少
の

日
々
ま
た
は
、
子
供
・孫
・
ひ
孫
と
の
楽
し
か
っ
た
頃
を
、
思
い
出
し
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
？
…
。
と
て
も
こ
こ
ろ
が
癒
さ
れ
る
ひ
と
時
で
し
た
。 

保
育
園
の
先
生
方
、
園
児
の
皆
様
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

                   

ｂ 

  

入
居
者
様
の
誕
生
会
は
、
各
ユ
ニ
ッ
ト
別
々
に
実
施
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
回
は
十
二
月
一
七

日
に
、
午
前
に
一
階
の
ユ
ニ
ッ
ト
、
午
後
に
二
階
の
ユ
ニ
ッ
ト
と
分
か
れ
一
斉
に
開
催
致
し
ま
し
た
。 

 
 

            

十
二
月
八
日
（木
）午
前
一
〇
時
よ
り
、
小
名
浜
の
キ
ャ
プ
テ
ン
船
水
の
方
八
名
が
来
荘
さ
れ
、
ナ

ツ
メ
ロ
を
中
心
に
ハ
ー
モ
ニ
カ
を
演
奏
し
て
頂
き
ま
し
た
。 

キ
ャ
プ
テ
ン
船
水
の
皆
様
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

         

「
豊
間
保
育
園
」
園
児
三
九
名
来
荘 

「
十
二
月
誕
生
会
」
ユ
ニ
ッ
ト
合
同 

「
ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏
」
キ
ャ
プ
テ
ン
船
水
様 



立川 ぜん馬師匠  
さこ みちよさん  

（第 87回いわき寄席 H16.7.16） 
ぜん馬師匠の似顔絵 

さこみちよさんのサイン  

桂 才賀師匠  
（第 32回いわき寄席 H6.12.26） 

笑う人 

    この世の中を 

       長く生き 

桂 才賀師匠  
（第 60回いわき寄席 H12.1.17） 

 

笑 売 繁 盛 

三遊亭 吉窓師匠  
（第 79回いわき寄席 H15.3.17） 
今日の高座には吉窓が出ました。 
聞いたあなたには吉相が出てます！ 

※のぼりに注目ください！ 
三遊亭 吉窓 

三遊亭 吉窓師匠  
（第 79回いわき寄席 H15.3.17） 
今日の高座には吉窓が出ました。 
聞いたあなたには吉相が出てます！ 

※のぼりに注目ください！ 
笑 門 福 来 

三遊亭 吉窓師匠  
（第 79回いわき寄席 H15.3.17） 
今日の高座には吉窓が出ました。 
聞いたあなたには吉相が出てます！ 

※のぼりに注目ください！ 
寿 限 無 
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先
月
号
に
引
き
続
き
、
出
演
者
の
直
筆
の
色
紙
を
紹
介
致

し
ま
す
。 

 

立
川 

ぜ
ん
馬
師
匠
（
今
ま
で
に
五
回
出
演
）
と
奥
様 

で
歌
手
の

さ
こ 

み
ち
よ
さ
ん
作
品
で
す
。 

○
第
八
七
回
い
わ
き
寄
席 
平
成
十
六
年
七
月
一
六
日 

尻
餅
・
ら
く
だ 

さ
こ 

み
ち
よ
さ
ん
特
別
出
演 

小
唄
・
新
曲
（
食
卓
）
発
表 

           

翌
日
の
平
成
十
六
年
七
月
一
七
日
に
は
望
洋
荘
に
、
ご
夫

婦
で
お
越
し
く
だ
さ
り
、
ぜ
ん
馬
師
匠
の
司
会
で｢

さ
こ 

み

ち
よ｣

オ
ン
ス
テ
ー
ジ
を
開
催
し
て
頂
き
ま
し
た
。
美
空
ひ
ば

り
さ
ん
の
曲
な
ど
を
中
心
に
懐
か
し
い
曲
を
歌
っ
て
頂
き
、

入
居
者
の
皆
様
大
喜
び
で
し
た
。
ま
た
、
新
曲｢

食
卓｣

は
、

現
在
の
家
族
バ
ラ
バ
ラ
の
食
卓
を
悲
し
み
、
昔
の
様
に
家
族

全
員
で
食
卓
を
囲
み
、
楽
し
く
食
べ
た
記
憶
を
思
い
出
し
て

欲
し
い
と
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

桂 

才
賀
師
匠
（
今
ま
で
に
四
回
出
演
）
の
作
品
で
す
。 

○
第 

四 

回
い
わ
き
寄
席 

平
成
二
年
二
月
二
〇
日 

              

親
子
酒
・
鹿
政
談 

 

○
第
二
三
回
い
わ
き
寄
席 

平
成
五
年
六
月
二
八
日 

              

桃
太
郎
・
禁
酒
番
屋 

○
第
三
二
回
い
わ
き
寄
席 

平
成
六
年
十
二
月
二
六
日 

 
 
 
 
 
 
 

ザ
イ
ー
ル
共
和
国
ゴ
マ
の
旅
・
芝
浜 

○
第
六
十
回
い
わ
き
寄
席 

平
成
十
二
年
一
月
一
七
日 

親
売
り
・
目
黒
の
秋
刀
魚 

                    
三
遊
亭 

吉
窓
師
匠
の
作
品
で
す
。 

○
第
七
九
回
い
わ
き
寄
席 

平
成
十
五
年
三
月
一
七
日 

近
日
息
子
・
ふ
ぐ
な
べ
・
な
す
か
ぼ
・
阿
武
松 

                           

「
い
わ
き
寄
席
」
出
演
者
の
色
紙
集
か
ら
④ 



介
護
老
人
福
祉
施
設 

『
望
洋
荘
』 

 
職
員
紹
介

＆
コ
メ
ン
ト
集 
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介
護
士 

田
村 

奈
津
紀 

   

入
社
し
て
二
ヶ
月
が
経
ち
ま
し
た
。
以
前
は｢

老
人
介
護
保

健
施
設｣

で
働
い
て
い
ま
し
た
が
、
ま
だ
わ
か
ら
な
い
事
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
今
後
は
新
た
な
気
持
ち
で
、
毎
日
を
入

居
者
の
皆
様
と
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
一
つ
一
つ
学
び
、
身
に
付

け
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
は
、
は
じ
め
て
で
す
が
、
い
ろ
ん
な
事
を

勉
強
し
な
が
ら
、
元
気
い
っ
ぱ
い
頑
張
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

介
護
士 

佐
藤 

 

正
臣 

   

今
年
で
二
八
歳
に
な
り
ま
し
た
佐
藤
正
臣
で
す
。
明
る
く
、

楽
し
く
が
モ
ッ
ト
ー
で
す
。
ま
た
好
き
な
事
は
、
み
ん
な
で

ス
ポ
ー
ツ
し
た
り
、
お
酒
を
飲
ん
だ
り
す
る
事
で
す
。
嫌
い

な
事
は
、
自
分
ひ
と
り
で
居
る
時
で
す
。 

こ
ん
な
私
で
す
が
、
入
居
者
の
皆
様
へ
常
に
、
明
る
く
、

楽
し
く
、
接
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

ま
た
、
今
後
は
幅
広
く
、
質
の
高
い
介
護
が
出
来
る
様
に

勉
強
し
て
、
自
分
自
身
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
し
て
行
く
事
を
目
標

に
頑
張
っ
て
行
き
ま
す
。
皆
様
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。   

『望
洋
荘
』の
各
部
門
の
内
部
の
紹
介
も
今
回
が
最
後
に
な
り

ま
す
。
今
回
は｢

浴
室｣

の
紹
介
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

 

                  

入
所
者
の
皆
様
は
、
お
風
呂
好
き
な
方
が
多
く
、
笑
顔
で
雑

談
さ
れ
て
い
る
方
や
鼻
歌
を
歌
っ
て
い
る
方
が
い
て
、
と
て
も
賑

や
か
で
す
。
一
階
の
フ
ロ
ア
、
二
階
の
フ
ロ
ア
で
普
段
あ
ま
り
顔
を

合
わ
せ
る
事
の
な
い
方
で
も
会
話
し
て
気
が
合
う
事
が
あ
る
の
で

身
体
の
清
潔
・リ
ラ
ッ
ク
ス
＋
交
流
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

入
浴
担
当
者
は
、
入
浴
、
着
脱
・整
容
・誘
導
担
当
の
計
四
名

を
介
護
職
全
員
が
交
代
制
で
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。
一
連
の
流

れ
と
し
て
脱
衣
後
、
入
居
者
様
は
浴
室
へ
移
り
、
全
身
に
か
け
湯

を
し
た
後
、
洗
髪
、
入
浴
し
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
そ
の
際
、
爪
の

伸
び
加
減
や
皮
膚
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
て
お
り
、
健
康
管
理
に
努

め
て
お
り
ま
す
。 

                          

編
集
後
記 

『
望 

洋 

荘
』
便
り 

平
成
十
七
年
十
二
月
一
日
発
行 

発
行
所 

い
わ
き
市 平

豊
間
字
合
磯
三
十
九
番
地 

 
 

  

社
会
福
祉
法
人 

り
ん
さ
く
福
祉
会 

 
 
 
 
 

  

介
護
老
人
福
祉
施
設 

望
洋
荘 

電 

話 
 

（
０
２
４
６
）
５
５
‐
７
３
７
３ 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 

（
０
２
４
６
）
５
５
‐
７
２
５
５ 

『
望
洋
荘
』
に
住
ん
で
み
て 

第
十
一
話 

 

正
面
玄
関
を
入
り
直
ぐ
右
へ
曲
が
り
奥
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
前

を
通
っ
て
突
き
当
た
り
の
階
段
を
二
階
に
上
が
る
と
左
側
に
塩

屋
岬
広
場
あ
り
ま
す
。
そ
の
奥
に
浴
室
が
あ
り
ま
す 

 
浴
室
は
、
自
力
で
歩
行
出
来
な
い
方
が
入
る｢

機
械
浴
室｣

と

歩
行
可
能
な
方
が
入
る
「一
般
浴
室｣

が
あ
り
ま
す
。
一
般
浴

室
は
、
天
然
光
明
石
温
泉
で
、
お
湯
が
と
て
も
や
わ
ら
か
く
、

身
体
の
芯
か
ら
温
ま
り
、
湯
冷
め
し
に
く
く
、
肌
が
つ
る
つ
る
に

な
り
ま
す
。
し
か
も
神
経
痛
、
リ
ウ
マ
チ
、
肩
こ
り
、
冷
え
性
、

腰
痛
に
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。
一
般
浴
室
の
壁
二
面
が
、
窓
に

な
っ
て
い
て
太
平
洋
と
空
に
囲
ま
れ
温
ま
る
と
心
身
共
に
リ
ラ

ッ
ク
ス
で
き
ま
す
。 

今
月
の
言
葉
そ
の

（
倫
理
研
究
所
編
標
語
集
か
ら
） 


